
テーマ：活動を支える人材の育成 対象：中学生以上 主催：広島市井口・鈴が峰公民館 

３－② 「子ども西国街道ぶらり旅～井口編～」ボランティアガイド養成講座  

 

地域を学ぶ ○ 地域でつながる ○ 地域に還す ― 

 

１ 学習プログラムの展開 

日 程 場 所 学習・活動内容 

令和元年 

７月 21 日（日） 

9:30～11:30 
広島市井口公民館 

①講習Ⅰ 

・ガイドテキストや地図等により，井口地区の

歴史・史跡・山陽道について学ぶ。 

令和元年 

７月 28 日（日） 

9:30～11:30 

②講習Ⅱ 

・講習Ⅰの内容を踏まえてガイドをする際の原

稿を作成し，実際の話し方について学ぶ。 

令和元年 

８月 25 日（日） 

9:00～12:00 

広島市井口公民館 

西国街道井口地域 

③現地リハーサル 

・コースを回りながら，ガイド内容を確認し，

当日のシミュレーションを行う。 

令和元年 

９月 15 日（日） 

9:00～12:00 
西国街道井口地域 

④「子ども四国街道ぶらり旅～井口編～」 

・参加者（小学生・保護者）に，コースを回り

ながら名所や史跡のガイドを行う。 

   

対 象 ①②③④中学生以上 ④小学生（１・2 年生は保護者同伴） 

経 費 

①②③④参加費無料 

報償費：48,000 円（井口・鈴が峰魅力づくり委員会の講師４名分） 

※但し，④の 9/15（日）に，参加者へ提供したかき氷とわた菓子の費用は，

井口・鈴が峰魅力づくり委員会・井口学区子ども会育成協議会が負担 

連携先 

井口・鈴が峰魅力づくり委員会，井口学区・井口明神学区子ども会育成協議会，

広島市立井口小学校，広島市立井口明神小学校，広島市立井口台小学校， 

広島市立鈴が峰小学校，広島市立井口中学校 

 

問
合
せ
先 

広島市井口公民館 

〒733-0843 

広島市西区井口鈴が台 2-14-8 

電話・ファクシミリ：082-277-9258 

広島市鈴が峰公民館 

〒733-0852 

広島市西区鈴が峰町 44-1 

電話・ファクシミリ：082-278-7599 



２ 講座設定の理由（学習の目的） 

○地域の名所や旧跡をガイドする，中学生以上のボランティアガイドを養成することで，

地域への関心を高め郷土愛を育む。 

○ボランティアガイド養成講座修了者が小学生・保護者に対して，地域の名所や旧跡をガ

イドすることで，達成感を味わう。 
 

３ 学習目標 

○地域の方との交流を通して，井口地域に残る名所，旧跡について学び，子供たちへ伝え

ていくことの意義について考える。 

○講習で学んだことを生かして，子供たちへ分かりやすく伝えられるよう，内容や話し方

を工夫して何度もシミュレーションを行うことで，実際のコースを回りながらガイドを

行うことができる。 
 

４ 事前に必要な知識や準備物 

○井口・鈴が峰魅力づくり委員会と講義内容について確認（テキストの印刷・製本） 

○小中学校と連携し，ボランティアガイドと当日の参加者の募集 

○井口・鈴が峰魅力づくり委員会，井口学区・井口明神学区子ども会育成協議会と当日の

運営（コース・班編成，引率者，わた菓子・かき氷の準備等）について連絡・調整 
 

５ 留意点 

○講習会やガイド当日に中学生（ボランティア養成講座の参加者は中学生のみだった）の

ボランティアガイドが都合等により急遽欠席となる場合があるので，一人が複数か所の

ガイドをこなせるように準備（練習）しておく。 

○９月は気温が高いことが見込まれるため，熱中症対策を十分に行う。 

○成果と課題を把握するため，ボランティアガイドと参加者の双方にアンケートを行う。 
 

６ 成 果 

○多世代の地域住民が一緒に井口地域の名所や史跡を巡り，歴史を学ぶことができ，地域

への関心を深めることができた。 

○ボランティアガイドの中学生が参加者の小学生等にガイドを行うことで，地域のために

協働して活動する達成感を味わうことができた。 
 

７ 課 題 

○散策コースがある地域外からは，遠方となり参加しにくい状況があるため，地域外の方

も興味が持てるようなコースの設定やプログラムの工夫について検討する。 

○井口・鈴が峰魅力づくり委員会のメンバーが高齢化しているため，講師役となる後継者

の育成方法や開催時期（熱中症対策）について検討する。 
 

８ 今後に向けて 

○参加者が中学生のみにならないように，地域の成人の参加を広く呼びかけて，ボランテ

ィアガイド養成講座修了者が将来的に，井口・鈴が峰魅力づくり委員会のメンバーとし

て活動できるような体制・環境を整える。 

○ボランティアガイドを経験した中学生が後継者となり，自主的に活動できるような，プ

ログラム内容を検討する。 


